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調
ちょう

査
さ

発
はっ

表
ぴょう

のための日
に

本
ほん

語
ご

運
うん

用
よう

力
りょく

が身
み

につく

『トピックによる日
に

本
ほん

語
ご

総
そう

合
ごう

演
えん

習
しゅう

 テーマ探
さが

しから発
はっ

表
ぴょう

へ』

　

▽ 中
ちゅう

級
きゅう

前
ぜん

期
き

からはじめる内
ない

容
よう

中
ちゅう

心
しん

　・産
さん

出
しゅつ

型
がた

の授
じゅ

業
ぎょう

　このシリーズは、中
ちゅう

級
きゅう

前
ぜん

期
き

、中
ちゅう

級
きゅう

後
こう

期
き

、上
じょう

級
きゅう

の３レベル、３冊
さつ

の教
きょう

材
ざい

と、『上
じょう

級
きゅう

用
よう

資
し

料
りょう

集
しゅう

』か

らなります。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が「自
じ

分
ぶん

でテーマを探
さが

して

調
ちょう

査
さ

、考
こう

察
さつ

、発
はっ

表
ぴょう

する」ことを目
もく

標
ひょう

としていま

す。あるトピックについて情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

、伝
でん

達
たつ

、調
ちょう

査
さ

分
ぶん

析
せき

、発
はっ

表
ぴょう

するためには、文
ぶん

章
しょう

を理
り

解
かい

し産
さん

出
しゅつ

する力
ちから

が必
ひつ

要
よう

です。この教
きょう

材
ざい

ではトピックの抽
ちゅう

象
しょう

度
ど

や課
か

の構
こう

成
せい

などを工
く

夫
ふう

して、初
しょ

級
きゅう

終
しゅう

了
りょう

段
だん

階
かい

からこれらの活
かつ

動
どう

ができるようになっています。

また、トピックには国
くに

を越
こ

えて共
きょう

有
ゆう

できる話
わ

題
だい

、

いろいろな面
めん

から考
かんが

えられるものが選
えら

ばれてい

ます。中
ちゅう

級
きゅう

前
ぜん

期
き

のトピックは「旅
りょ

行
こう

」「いつ、ど

こで買
か

う？」「祭
まつ

り」「贈
おく

り物
もの

」「マスメディア」で

す。後
こう

期
き

では、「教
きょう

育
いく

」「ことば」「コミュニケー

ション」「昔
むかし

話
ばなし

」「住
じゅう

宅
たく

」で、上
じょう

級
きゅう

になると「食
しょく

生
せい

活
かつ

」「仕
し

事
ごと

」「生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

と宗
しゅう

教
きょう

」「リサイクル」「ジェ

ンダー」が取
と

り上
あ

げられています。

▽ 活
かつ

動
どう

の流
なが

れと各
かく

課
か

の構
こう

成
せい

　３つのレベルとも各
かく

課
か

の構
こう

成
せい

は次
つぎ

のような活
かつ

動
どう

の流
なが

れに沿
そ

っています。

　Ⅰ．はじめに、Ⅱ．グラフ情
じょう

報
ほう

の読
よ

み取
と

り、Ⅲ．

読
よ

み物
もの

、Ⅳ．アンケート調
ちょう

査
さ

や作
さく

文
ぶん

、または、

文
ぶん

献
けん

調
ちょう

査
さ

、Ⅴ．口
こう

頭
とう

発
はっ

表
ぴょう

、または、文
ぶん

集
しゅう

・冊
さっ

子
し

作
づく

り。

　ただし、上
じょう

級
きゅう

では上
うえ

のⅢとⅣの間
あいだ

に『資
し

料
りょう

集
しゅう

』を使
つか

った「情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

」という活
かつ

動
どう

が入
は

りま

す。このように、段
だん

階
かい

を追
お

って四
よん

技
ぎ

能
のう

を使
つか

った

活
かつ

動
どう

が続
つづ

きます。Ⅲまでは一
いっ

斉
せい

授
じゅ

業
ぎょう

ですが、そ

の後
あと

は学
がく

習
しゅう

者
しゃ

一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

の目
もく

的
てき

や興
きょう

味
み

に合
あ

った個
こ

別
べつ

のテーマで授
じゅ

業
ぎょう

が進
すす

められるようになってい

ます。各
かく

課
か

の終
お

わりに口
こう

頭
とう

や書
しょ

面
めん

による発
はっ

表
ぴょう

が

あるので、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には目
もく

標
ひょう

が明
めい

確
かく

で、学
がく

習
しゅう

の達
たっ

成
せい

感
かん

が得
え

られます。

▽ どんなトピックにも役
やく

に立
た

つ

「調
ちょう

査
さ

・発
はっ

表
ぴょう

のための手
て

引
び

き」

　各
かく

冊
さつ

のはじめに教
きょう

師
し

のための参
さん

考
こう

として、授
じゅ

業
ぎょう

の進
すす

め方
かた

のていねいな例
れい

がありますが、それ

によると、各
かく

課
か

は20～30時
じ

間
かん

かかります。もち

ろん、使
つか

い方
かた

は学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

、興
きょう

味
み

、授
じゅ

業
ぎょう

の目
もく

的
てき

に合
あ

わせてかえることができます。

また、教
きょう

師
し

が新
あたら

しいトピック

を選
えら

び、教
きょう

材
ざい

を作
つく

ることもで

きます。そのときに、各
かく

巻
かん

末
まつ

にある「調
ちょう

査
さ

・発
はっ

表
ぴょう

の手
て

引
び

き」

はたいへん役
やく

に立
た

つでしょう。

この手
て

引
び

きには、レベルに応
おう

じたグラフの読
よ

み方
かた

、調
ちょう

査
さ

を

するための補
ほ

助
じょ

教
きょう

材
ざい

、発
はっ

表
ぴょう

の

ときの表
ひょう

現
げん

や評
ひょう

価
か

表
ひょう

などがあ

ります。
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　「日
に

本
ほん

語
ご

の教
きょう

材
ざい

や図
と

書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き

きます。このコーナーでは、最
さい

近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

してい

きます。誌
し

面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た

つ本
ほん

」、また、「知
し

っていると便
べん

利
り

な図
と

書
しょ

・資
し

料
りょう

」

などを取
と

り上
あ

げます。

－新
しん

刊
かん

教
きょう

材
ざい

・図
と

書
しょ

紹
しょう

介
かい

－

中
ちゅう

級
きゅう

前
ぜん

期
き

P. 71 中
ちゅう

級
きゅう

前
ぜん

期
き

P. 84 中
ちゅう

級
きゅう

前
ぜん

期
き

P. 85

本
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　母
ぼ

語
ご

で文
ぶん

章
しょう

を読
よ

む時
とき

、全
ぜん

部
ぶ

読
よ

まないで少
すこ

し飛
と

ばしても、大
たい

切
せつ

な部
ぶ

分
ぶん

はちゃんと理
り

解
かい

できる、

と感
かん

じたことはありませんか。

　私
わたし

たちは、母
ぼ

語
ご

では＜文
ぶん

章
しょう

の構
こう

造
ぞう

＞がある程
てい

度
ど

わかっています。ですから、これまでの経
けい

験
けん

からどこをどのように読
よ

んだらいいのか、＜読
よ

み方
かた

＞についてもわかっています。

　ところが外
がい

国
こく

語
ご

では、読
よ

みの経
けい

験
けん

も浅
あさ

いです

し、文
ぶん

章
しょう

構
こう

造
ぞう

も予
よ

測
そく

できません。これが外
がい

国
こく

語
ご

での読
どっ

解
かい

の難
むずか

しさだと言
い

えます。

　本
ほん

書
しょ

は大
だい

学
がく

・大
だい

学
がく

院
いん

で日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

する留
りゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

に、日
に

本
ほん

語
ご

の＜文
ぶん

章
しょう

構
こう

造
ぞう

の知
ち

識
しき

＞を理
り

解
かい

し、日
に

本
ほん

語
ご

の＜読
よ

み方
かた

＞について学
まな

ぶことを

目
もく

的
てき

に書
か

かれたものです。

　各
かく

課
か

の最
さい

初
しょ

で、題
だい

名
めい

や図
ず

、絵
え

を見
み

て内
ない

容
よう

を予
よ

測
そく

します。そして本
ほん

文
ぶん

を読
よ

みながら、段
だん

落
らく

読
よ

み、

情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

読
よ

みなどを行
おこな

い

ます。ここまでは＜読
よ

み

方
かた

＞の練
れん

習
しゅう

です。

　次
つぎ

に＜文
ぶん

章
しょう

構
こう

造
ぞう

＞の理
り

解
かい

です。本
ほん

書
しょ

では、一
いち

語
ご

一
いち

語
ご

を読
よ

むのではなく、

各
かく

段
だん

落
らく

の中
ちゅう

心
しん

文
ぶん

となる文
ぶん

の理
り

解
かい

から、文
ぶん

章
しょう

全
ぜん

体
たい

の

流
なが

れをつかむ方
ほう

法
ほう

を学
まな

び

ます。また、定
てい

義
ぎ

、経
けい

過
か

、

比
ひ

較
かく

・対
たい

照
しょう

、理
り

由
ゆう

・根
こん

拠
きょ

などの内
ない

容
よう

を伝
つた

えるため

に必
ひつ

要
よう

な文
ぶん

章
しょう

構
こう

造
ぞう

に伴
ともな

う

表
ひょう

現
げん

や展
てん

開
かい

パターンを学
なま

びます。

　その他
ほか

、読
よ

むために必
ひつ

要
よう

な文
ぶん

法
ぽう

として、正
せい

確
かく

な読
よ

みに欠
か

かせない、「である体
たい

」「名
めい

詞
し

句
く

」「こ

と」なども紹
しょう

介
かい

されています。

　留
りゅう

学
がく

生
せい

向
む

けですが、各
かく

課
か

の

トピックは「日
ひ

時
ど

計
けい

」「茶
ちゃ

の

湯
ゆ

はどのようにして伝
つた

わった

か」など、一
いっ

般
ぱん

的
てき

な中
ちゅう

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にも十
じゅう

分
ぶん

、興
きょう

味
み

深
ぶか

く読
よ

め

るものになっています。語
ご

句
く

リストには、英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・

韓
かん

国
こく

語
ご

訳
やく

がついています。

　なお、同
おな

じシリーズに作
さく

文
ぶん

編
へん

があり、こちらは＜文
ぶん

章
しょう

構
こう

造
ぞう

＞の展
てん

開
かい

パターンの実
じっ

践
せん

を

通
つう

じて、文
ぶん

章
しょう

表
ひょう

現
げん

能
のう

力
りょく

を高
たか

め

ることをねらいとしています。
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付
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き

　本
ほん

書
しょ

は『BASIC KANJI BOOK基
き

本
ほん

漢
かん

字
じ

500』

に始
はじ

まる漢
かん

字
じ

教
きょう

材
ざい

シリーズの最
さい

終
しゅう

編
へん

で、中
ちゅう

・上
じょう

級
きゅう

者
しゃ

のための漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

書
しょ

です。学
がく

習
しゅう

漢
かん

字
じ

が358

字
じ

、コラムで紹
しょう

介
かい

している69字
じ

を合
あ

わせると、

合
ごう

計
けい

427字
じ

になります。

　さて、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

も中
ちゅう

級
きゅう

段
だん

階
かい

に進
すす

むと、書
か

き

言
こと

葉
ば

に特
とく

有
ゆう

な漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

の学
がく

習
しゅう

が必
ひつ

要
よう

となります。

異
こと

なる専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

にある程
てい

度
ど

共
きょう

通
つう

して使
つか

われる漢
かん

字
じ

を本
ほん

書
しょ

では「読
どっ

解
かい

のための共
きょう

通
つう

漢
かん

字
じ

」と呼
よ

ん

でいます。そして学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

の専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

や興
きょう

味
み

の対
たい

象
しょう

に応
おう

じて漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

力
りょく

を伸
の

ばしていける

よう、各
かく

課
か

ごとの「要
よう

点
てん

」でまとめられています。

　そこで本
ほん

書
しょ

の内
ない

容
よう

ですが、以
い

下
か

のようになっ

ています。目
もく

次
じ

には各
かく

課
か

の学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

と学
がく

習
しゅう

漢
かん

字
じ

、

そして巻
かん

末
まつ

には各
かく

課
か

の練
れん

習
しゅう

と課
か

題
だい

の解
かい

答
とう

、課
か

ご

との学
がく

習
しゅう

漢
かん

字
じ

索
さく

引
いん

、音
おん

訓
くん

索
さく

引
いん

などがあります。

各
かく

課
か

は、心
しん

理
り

・教
きょう

育
いく

、科
か

学
がく

・技
ぎ

術
じゅつ

、地
ち

球
きゅう

科
か

学
がく

、

経
けい

済
ざい

・金
きん

融
ゆう

をはじめとした９つの専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

と、

それに関
かん

連
れん

するコラムがあり、「力
ちから

だめし」「要
よう

点
てん

」「練
れん

習
しゅう

」「課
か

題
だい

」からなっています。

　本
ほん

書
しょ

の特
とく

色
しょく

は、「力
ちから

だめし」に出
で

てきた漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

についてそれぞれ『BASIC KANJI BOOK 

VOL.1&2』、『INTERMEDIATE KANJI 

BOOK VOL.1』、あるいはそれまでの課
か

のどこ

で勉
べん

強
きょう

したか確
かく

認
にん

できることです。そのため、

教
きょう

師
し

も学
がく

習
しゅう

者
しゃ

もどのテキストの何
なん

課
か

へ戻
もど

ればよ

いかが一
ひと

目
め

でわかります。また、巻
かん

末
まつ

にその課
か

で学
まな

ぶ学
がく

習
しゅう

漢
かん

字
じ

についても１級
きゅう

、２級
きゅう

の区
く

別
べつ

が

なされ、さらにはその例
れい

文
ぶん

もあって、練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

を解
と

くヒントになります。

　使
つか

い方
かた

としては興
きょう

味
み

のある分
ぶん

野
や

の課
か

だけを選
えら

んで使
つか

うこともできますが、本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

を考
かんが

え

ると１課
か

から順
じゅん

に学
がく

習
しゅう

を進
すす

めていくやり方
かた

が効
こう

果
か

的
てき

でしょう。というのは、各
かく

課
か

にある「確
かく

認
にん

」

のところでこれまで学
まな

んだ漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

を確
かく

認
にん

し

ながら進
すす

められるので、

漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

力
りょく

が一
ひと

課
か

ごと

についていく様
よう

子
す

を自
じ

分
ぶん

で確
たし

かめながら進
すす

め

られるからです。
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文
ぶん

章
しょう

の構
こう

造
ぞう

をとらえて読
よ

む・書
か

く

『大
だい

学
がく

・大
だい

学
がく

院
いん

留
りゅう

学
がく

生
せい

の日
に

本
ほん

語
ご

』①読
どっ

解
かい

編
へん

　②作
さく

文
ぶん

編
へん

「共
きょう

通
つう

漢
かん

字
じ

」を学
まな

んで着
ちゃく

実
じつ

に上
じょう

級
きゅう

レベルへ

『INTERMEDIATE KANJI BOOK VOL.2  漢
かん

字
じ

1000 PLUS』

P. 37

新
しん

刊
かん

教
きょう

材
ざい

・図
と

書
しょ

紹
しょう

介
かい

P. 17
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　本
ほん

参
さん

考
こう

書
しょ

は、本
ほん

誌
し

39号
ごう

で紹
しょう

介
かい

した『初
しょ

級
きゅう

を教
おし

える人
ひと

のための日
に

本
ほん

語
ご

文
ぶん

法
ぽう

ハンドブック』（以
い

下
か

『初
しょ

級
きゅう

編
へん

』）の続
ぞく

編
へん

です。取
と

り上
あ

げられてい

る文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

は、指
し

示
じ

詞
し

・複
ふく

合
ごう

格
かく

助
じょ

詞
し

・テンスと

アスペクト、授
じゅ

受
じゅ

動
どう

詞
し

、モダリティ、「は」と「が」、

名
めい

詞
し

修
しゅう

飾
しょく

、条
じょう

件
けん

などで、日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

２級
きゅう

レ

ベル以
い

上
じょう

の文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

の中
なか

から43の項
こう

目
もく

が選
えら

ばれ

ています。また、タイトルは「日
に

本
ほん

語
ご

文
ぶん

法
ぽう

」になっ

ていますが、後
こう

半
はん

部
ぶ

分
ぶん

には語
ご

構
こう

成
せい

、イントネー

ションによる意
い

味
み

の違
ちが

いの表
あらわ

れ、運
うん

用
よう

論
ろん

なども

含
ふく

まれており、文
ぶん

法
ぽう

といってもかなり幅
はば

広
ひろ

い範
はん

囲
い

がカバーされています。さらにいくつかのセ

クションごとにコラムも設
もう

けられており、外
がい

国
こく

語
ご

と日
に

本
ほん

語
ご

の対
たい

照
しょう

研
けん

究
きゅう

や

ミニ文
ぶん

法
ぽう

知
ち

識
しき

なども紹
しょう

介
かい

されています。

　各
かく

セクションの構
こう

成
せい

は

『初
しょ

級
きゅう

編
へん

』と同
おな

じで、「こ

れだけは」「もう少
すこ

し」「もう一
いっ

歩
ぽ

進
すす

んでみると」

の３つに分
わ

かれています。

　言
こと

葉
ば

の通
とお

り、「これだけは」には説
せつ

明
めい

の際
さい

に

最
さい

低
てい

限
げん

知
し

っていなければならない解
かい

説
せつ

が、「も

う少
すこ

し」には初
しょ

級
きゅう

レベルの文
ぶん

法
ぽう

よりもやや踏
ふ

み

込
こ

んだ解
かい

説
せつ

が、「もう一
いっ

歩
ぽ

進
すす

んでみると」には

その文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

と他
ほか

の文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

との関
かん

連
れん

や別
べつ

の視
し

点
てん

から見
み

た解
かい

説
せつ

が記
き

載
さい

されています。

学
がく

生
せい

に説
せつ

明
めい

する際
さい

には、それぞれの理
り

解
かい

や

興
きょう

味
み

の程
てい

度
ど

によってどこまで解
かい

説
せつ

するか決
き

めればいいでしょう。

　本
ほん

参
さん

考
こう

書
しょ

は、学
がく

生
せい

からの質
しつ

問
もん

に答
こた

えるた

めの情
じょう

報
ほう

源
げん

としてだけでなく、教
きょう

師
し

自
じ

身
しん

が

抱
いだ

いた疑
もん

問
だい

点
てん

を解
かい

決
けつ

するための情
じょう

報
ほう

源
げん

とし

ても役
やく

に立
た

つと思
おも

われます。それには最
さい

初
しょ

から読
よ

むというよりも、いつも手
て

元
もと

に置
お

い

ておき、疑
ぎ

問
もん

が生
しょう

じた時
とき

に開
ひら

いてじっくり

読
よ

むことをお勧
すす

めします。巻
かん

末
まつ

には事
じ

項
こう

別
べつ

索
さく

引
いん

と形
けい

式
しき

索
さく

引
いん

がついています。

●データ●

　私
わたし

達
たち

は、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを表
あらわ

す時
とき

、無
む

意
い

識
しき

に、

時
とき

には意
い

識
しき

的
てき

に、言
こと

葉
ば

を選
えら

びながら会
かい

話
わ

をして

います。ですから、母
ぼ

語
ご

以
いが

外
い

の言
げん

語
ご

で、自
じ

分
ぶん

の

気
き

持
も

ちを表
あらわ

そうとすると、「こんな時
とき

、何
なん

て言
い

ったらいいんだろう」と、困
こま

ってしまうことが

多
おお

くあります。日
に

本
ほん

語
ご

を長
なが

く勉
べん

強
きょう

している学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の中
なか

にも同
おな

じような悩
なや

みを持
も

つ人
ひと

がいるので

はないでしょうか。この本
ほん

は、そんな学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の

悩
なや

みを解
かい

決
けつ

するきっかけになりそうです。

　この本
ほん

は、談
だん

話
わ

・会
かい

話
わ

分
ぶん

析
せき

の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

である著
ちょ

者
しゃ

が、日
に

本
ほん

のテレビドラマの恋
こい

人
びと

達
たち

の会
かい

話
わ

につ

いて、言
げん

語
ご

学
がく

にあまり詳
くわ

しくない読
どく

者
しゃ

にもわか

りやすく分
ぶん

析
せき

・解
かい

説
せつ

した一
いっ

般
ぱん

書
しょ

です。分
ぶん

析
せき

の対
たい

象
しょう

としたのは、『ロングバケーション』（1996）

『魔
ま

女
じょ

の条
じょう

件
けん

』（1999）『ビューティフルライフ』

（2000）など合
あわ

せて五
いつ

つのドラマです。その中
なか

でも特
とく

に著
ちょ

者
しゃ

は、セリフの自
し

然
ぜん

さが視
し

聴
ちょう

者
しゃ

から

も高
たか

く評
ひょう

価
か

されたという事
じ

実
じつ

に基
もと

づいて、『ビ

ューティフルライフ』を「日
にち

常
じょう

の言
こと

葉
ば

に近
ちか

いも

の」と認
みと

めて、大
おお

きく取
と

り上
あ

げています。

　全
ぜん

体
たい

は８章
しょう

で構
こう

成
せい

され、３章
しょう

から６章
しょう

で、ド

ラマに出
で

てくる感
かん

情
じょう

表
ひょう

現
げん

を「しがらみことば」

「親
した

しさことば」「恋
こい

ことば」「けんかことば」

の４つに分
わ

けて観
かん

察
さつ

しています。最
さい

後
ご

の８章
しょう

で

は、右
みぎ

の会
かい

話
わ

で始
はじ

まる『ビューティフルライフ』

の10話
わ

を例
れい

として、短
みじか

い発
はつ

話
わ

の中
なか

でも複
ふく

数
すう

の感
かん

情
じょう

ことばが混
こん

用
よう

されていることを明
あき

らかにして

います。電
でん

話
わ

会
かい

話
わ

の順
じゅん

序
じょ

立
だ

てとしての「用
よう

件
けん

の

切
き

り出
だ

し」や、用
よう

件
けん

を切
き

り出
だ

すための「話
わ

者
しゃ

交
こう

替
たい

」が見
み

られません。つまり、この会
かい

話
わ

は、眠
ねむ

れない夜
よる

にただ話
はな

していたいという恋
こい

心
ごころ

のなせ

る会
かい

話
わ

といえます。

　談
だん

話
わ

・会
かい

話
わ

分
ぶん

析
せき

の手
しゅ

法
ほう

や概
がい

念
ねん

について説
せつ

明
めい

しているコラムの内
ない

容
よう

も充
じゅう

実
じつ

しています。談
だん

話
わ

・会
かい

話
わ

分
ぶん

析
せき

の入
にゅう

門
もん

書
しょ

としても利
り

用
よう

できるで

しょう。
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